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1. 目的 
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 港湾鋼構造物は激しい腐食環境下にあることから，構造特性低下に対する適切な補修，維持管理を行うことが必

要となる．港湾鋼構造物の腐食性状は環境条件の違いにより部位に依存す

ることが知られており，現在，文献１）では鋼管杭の腐食に関して腐食環

境を６つのゾーンに区分し，それぞれのゾーンにおける腐食特性を示してい

る．そのために部位に依存した腐食形状の適切な評価が必要とされるが，腐

食による凹凸性状を定量的に評価するには未だ課題が多く残っている．  
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 本研究では，腐食形態の部位依存性がはっきりと観察された，19.5 年間海

洋曝露試験された鋼アングル材の腐食形状データを用いて，腐食粗さを評価

し，それぞれの構造特性に影響を及ぼす形状特性と，それを得るために必要

な情報との関連性を検討することを目的としており，また，空間統計に基づ

く擬似腐食モデルの適用性を示す． 

2. 試験体計測 
 試験体は，静岡県大井川流域で 19.5 年間海洋環境下に裸曝露された，初

期板厚 t=20mm の普通鋼 L 型アングル材(SS400, 裸材)である．図-1 のよう

に海洋側と沿岸側とを結ぶ線に平行な位置にある面を切り出し，さらに長さ

200mm，幅 100mm の 17 枚の小片に切断した．計測には卓上式レーザ式深

度計測装置を用い（分解能 0.1μm），0.3mm 間隔で表面形状を計測した．

平均海面 0mm とし，L.W.L.は－700mm，H.W.L.は 850mm であり，－1000
～－700mm を海中部，－700～850mm を干満帯，850～2400mm を飛沫帯とする． 

単位; mm
図-1  試験体概要 

3. 分析法 
(1)粗さ評価指標 

表-1 粗さ指標 
BS7251 やISO7206 などでは，曲面という３次元データを対象に粗さ指標が規格化されている．振幅特性，空間特性，

混成パラメータ，機能パラメータといった４グループの

全 15 種類のパラメータのうち，本解析では応力集中，疲

労といった構造特性に深く関わる表-1 に示される 5 種の

パラメータを扱うこととした．ただし，S
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scは凹部に関する

値とする． 

 定常性を有する分布の空間的な自己相関構造の分析法

としてバリオグラムがある．バリオグラムは range と sill
というパラメータによって空間構造を特徴づけ，またそれ

らの性質を持った空間構造を模擬することができる．本解

析では理論バリオグラムとして球形モデルを使用し最小

二乗法によりフィッティングを行った． 
(2)ウェーブレットによる多重解像度分解 

元々の腐食形状は，うねり，粗さ成分に分解できる．こ

の腐食形状の成分分解に，2 次元ウェーブレット変換を利

用し，ウェーブレット基底にはDaubechiesのウェーブレッ

トを対称形に近づけたLA(8)用いた．解析対象は各部位の

端部を除いた 76.8×76.8mm枠のデータ（256×256 点，図-1）とし，表面形状をD1～D8成分に分解した（D8が最も

粗い成分である）．   

     を粗さ成分，     をうねり成分とする． 
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図-2  多重解像度分解
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